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【ア ク セ ス】 車▶上信越自動車道 上田菅平ＩＣより車で30分
       長野自動車道 麻績ＩＣより車で30分
 公共交通機関▶ＪＲ北陸新幹線上田駅より
　　　　　　　 千曲バス青木線・青木行きに乗車（30分）
　　　　　　　 終点「青木バスターミナル」から徒歩5分

【開館時間】 9時～17時（最終入館16時30分）
【休  館  日】 月曜日・祝日の翌日（詳細はホームページをご覧ください）
【入  館  料】 無料

信州・青木村

五島慶太未来創造館
〒386-1601 長野県小県郡青木村田沢3270-3

TEL・ FAX 0268-49-0303

主催：五島慶太未来創造館
　　　青木村教育委員会
協力：公益財団法人 阪急文化財団
　　   東急株式会社

画像提供：（公財）阪急文化財団・東急㈱
五島慶太未来創造館
　ホームページ
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「小林一三 と 五島慶太                       」─ ビジネスそして
　　　茶の湯を楽しむ

阪急・東急グッズ
期間限定販売中

講　師：（公財）阪急文化財団
　　　　　　　　上席学芸顧問  仙海義之 氏
日　時：令和７年５月25日㈰ 午後1時30分から
場　所：青木村文化会館（長野県小県郡青木村田沢3252）
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小林 一三
（こばやし いちぞう）

1873 ―1957
阪急電鉄をはじめとする

現在の阪急阪神東宝グループ
創始者

（画像提供：阪急文化財団）

五島 慶太
（ごとう けいた）
1882 ―1959
東急グループの創始者

小林一三を生涯の師と仰いだ五島慶太は、鉄道・
まちづくりの事業から趣味の世界に至るまで、
小林から多くを学びました。二人の生涯にわた
る交流と、関係性に迫ります。

クリアファイルや定規などの実
用品から、プラレール、宝塚歌
劇のレトロなポストカードまで、
多数販売します。

フィナーレコーナーで記念撮影
小林一三が創設した宝塚歌
劇を象徴する、フィナーレの大
羽根パネルとシャンシャンを
セットに、記念撮影ができま
す。あなたもタカラジェンヌ気
分を味わいませんか。

主催：五島慶太未来創造館
　　　青木村教育委員会
協力：公益財団法人 阪急文化財団
　　   東急株式会社

提供：㈱宝塚舞台

1929年
東横百貨店開店ポスター
（ジャパンアーカイブズ提供）

1927年
「モン・パリ」プログラム
（阪急文化財団所蔵）

1929年
阪急百貨店創業の挨拶状
（阪急文化財団所蔵）

五島プラネタリウム
絵葉書（当館蔵）

田園都市株式会社]
絵葉書 田園調布駅（当館蔵）

1923年 阪急食堂ポスター
（阪急文化財団所蔵）

1930年代 阪神急行電鉄株式会社沿線御案内（阪急文化財団所蔵）


